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「米原市こども計画」の策定に係るアンケート 

 
 

～小学５年生・中学２年生の保護者の皆様へ～ 
 

「アンケート調査にご協力をお願いします」 

日頃から、市政の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

米原市では、子ども・子育てに関する施策を総合的に推進するため、「こども基本法」に基づく

「米原市こども計画」を新たに策定することとなりました。 

そこで、小学５年生または中学２年生のお子さんがいらっしゃるすべての保護者の方に、生活や

意識に関する状況、市の子育て支援事業について皆さんのご意見をお聞きし、計画策定の基礎資料

とさせていただくため、アンケート調査を実施することといたしました。 

日々お忙しいこととは存じますが、ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

※１ この調査票は、市内の学校に通われている小学５年生、中学２年生の保護者の方にお子さん

を通じて送付しています。 

※２ 調査の性質上、ご家庭のプライベートな内容をお聞きする質問もありますが、無記名方式で

すので、ご回答いただいた内容について、回答者が特定されることはなく、また、個々の調

査票を公表したり、計画策定の目的以外で使用することは一切ありません。 

※３ 回答にかかる時間は 20分程度です。 

                      2024年２月  米原市長  平 尾 道 雄 

 

【 ご記入前にお読みください】 

１ この調査票を持ち帰ったお子さんの保護者の方がお答えください。 

２ この調査で「お子さん」とは、調査票を持ち帰ったお子さんのことをいいます。 

３ ご回答は、番号に○印をつけていただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。 

答えたくない質問は、飛ばして次の質問に進んでください。 

４ ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒にいれて 

２月29日（木）までにご投函ください。（切手は不要です） 

 

５ このアンケートは Webでも回答いただけます。 

QRコードを読み取り、専用のページにアクセスしてください。 

なお、Webから回答された場合はこの調査票の返信は不要です。 

６ 回答数が多いほど実情を把握できますので、ご協力をお願いします。 

なお、ご不明な点や調査に関するお問合せは、以下までお願いいたします。 

  ※ 学校には問い合わせないでください。 

《お問合せ》 米原市 くらし支援部 子育て支援課 ０７４９－５３－５１３１ 
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問１ お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。 

お子さんからみた続柄でお答えください。（１つに○） 

 １．母親（継母を含む） 

 ４．里親 

２．父親（継父を含む） 

５．その他（具体的に：     

３．祖父母 

         ） 

 

問２ どちらの地域（小学校区）にお住まいですか。次の中からお選びください。（１つに○） 

１．柏原小学校区 

４．伊吹小学校区 

７．河南小学校区 

２．山東小学校区 

５．春照小学校区 

８．坂田小学校区 

３．大原小学校区 

６．米原小学校区 

９．息長小学校区 

 

問３ お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻状況を教えてください。（１つに○） 

※結婚には、戸籍の届出の有無にかかわらず、実生活の上で配偶者と同様であるパートナーとの 

パートナーシップ関係や内縁関係も含みます。 

１．結婚している（再婚や事実婚を含む） 

３．死別 

５．わからない 

２．離婚    

４．未婚 

６．いない 

 

問４ お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。 

（それぞれについて数字でご記入ください。わからない場合は「－」とご記入ください。） 

（ひとり親世帯の場合、配偶者（パートナー）の記入は不要です） 

あなた 歳 
 配偶者（パートナー） 歳 

 

問５ お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数についてお子さんからみた続柄で

お答えください。 

また（  ）内に数字でご記入ください。（あてはまる番号すべてに○） 

※単身赴任やひとり暮らしのお子さんなど、別居していても生計を一緒にする方はすべて含みます。 

（     ）人家族 

１．母親（継母含む） 

４．祖父（   ）人 

７．対象のお子さん（本人） 

 

２．父親（継父含む） 

５．姉や兄（  ）人 

８．里親 

 

３．祖母（   ）人 

６．妹や弟（   ）人 

８．その他（具体的に：        ） 

 

 

 

あなたとあなたのご家族の状況について 
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問６ お子さんの親が卒業・修了した学校をお答えください。 

（あなた・配偶者（パートナー）それぞれについて、１つに○） 

（ひとり親世帯の場合、配偶者（パートナー）の記入は不要です。） 

 （１）あなた （２）配偶者（パートナー） 

Ａ 中学校まで １ １ 

Ｂ 高校まで ２ ２ 

Ｃ 専門学校まで ３ ３ 

Ｄ ５年制の高等専門学校まで ４ ４ 

Ｅ 短大まで ５ ５ 

Ｆ 大学まで ６ ６ 

Ｇ 大学院まで ７ ７ 

Ｈ わからない ８ ８ 

 

問７ お子さんの親が子どもの頃（18歳頃まで）のご家庭の経済状況について教えてください。 

（あなた・配偶者（パートナー）それぞれについて、１つに○） 

（ひとり親世帯の場合、配偶者（パートナー）の記入は不要です。） 

 （１）あなた （２）配偶者（パートナー） 

Ａ 十分ゆとりがあった １ １ 

Ｂ ややゆとりがあった ２ ２ 

Ｃ 普通 ３ ３ 

Ｄ やや苦しかった ４ ４ 

Ｅ 大変苦しかった ５ ５ 

Ｆ わからない ６ ６ 
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問８ お子さんの親の就労状況について、あてはまるものをお答えください。 

（あなた・配偶者（パートナー）それぞれについて、１つに○） 

（ひとり親世帯の場合、配偶者（パートナー）の記入は不要です。） 

 （１）あなた （２）配偶者（パートナー） 

Ａ 正社員・正規職員・会社役員 １ １ 

Ｂ 嘱託(しょくたく)・契約社員・派遣職（社）員 ２ ２ 

Ｃ パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 ３ ３ 

Ｄ 自営業(家族従業者や内職、自由業、フリーランスを含む) ４ ４ 

Ｅ 働いていない（専業主婦／主夫を含む） ５ ５ 

Ｆ わからない ６ ６ 

 

問９  問８で「５．働いていない」と答えた方にうかがいます。 

働いていない最も主な理由を教えてください。 

（あなた・配偶者（パートナー）それぞれについて、１つに○） 

（ひとり親世帯の場合、配偶者（パートナー）の記入は不要です。） 

 （１）あなた （２）配偶者（パートナー） 

Ａ 働きたいが、希望する条件の仕事がないため １ １ 

Ｂ 子育てを優先したいため ２ ２ 

Ｃ 家族の介護や介助のため ３ ３ 

Ｄ 自分の病気や障がいのため ４ ４ 

Ｅ 通学しているため ５ ５ 

Ｆ わからない ６ ６ 
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問 10 お子さんが０～２歳のとき、育児はどのようにされていましたか。あてはまる番号が複数ある 

場合は、０～２歳の間で最も長かったものをお答えください。（１つに○） 

１．認可保育所や認定こども園 

３．もっぱら親や親族が面倒を見ていた 

５．その他（具体的に：             

２．認可保育所や認定こども園以外の保育施設 

４．親や親族以外の個人が面倒を見ていた 

                    ） 

 

問 11 お子さんが３～５歳のとき、育児はどのようにされていましたか。あてはまる番号が複数ある 

場合は、３～５歳の間で最も長かったものをお答えください。（１つに○） 

１．幼稚園や認可保育所、認定こども園 

２．幼稚園や認可保育所、認定こども園以外の教育、保育施設 

３．もっぱら親や親族が面倒を見ていた 

４．親や親族以外の個人が面倒を見ていた 

５．その他（具体的に：                                 ） 

 

問 12 あなたとお子さんのかかわり方について、次のようなことにどれぐらいあてはまりますか。 

（Ａ～Ｄそれぞれについて、１つに○） 

 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

Ａ お子さんのテレビやゲーム、インターネットなどの 

ルール（利用時間など）を決めている 
1 ２ ３ ４ 

Ｂ お子さんに本や新聞を読むように勧めている 1 ２ ３ ４ 

Ｃ お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 1 ２ ３ ４ 

Ｄ お子さんと、勉強や成績のことについて話をする 1 ２ ３ ４ 

 

お子さんの子育てや教育などについて 
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問 13 あなたのご家庭では、お子さんと次のようなことをすることがありますか。 

（Ａ～Ｇそれぞれについて、１つに○） 

 よく 

している 

ときどき 
している 

あまり 
していない 

まったく 

していない 

Ａ お子さんができたことや頑張ったことを 

ほめて、一緒に喜ぶ 
１ ２ ３ ４ 

Ｂ お子さんの気持ちを言葉にする １ ２ ３ ４ 

Ｃ お子さんの学校での出来事について、 

じっくり耳を傾けて応じる 
１ ２ ３ ４ 

Ｄ お子さんと将来の夢について話す １ ２ ３ ４ 

Ｅ お子さんが興味を持ったことを 

一緒に調べる 
１ ２ ３ ４ 

Ｆ お子さんと一緒に家事をする １ ２ ３ ４ 

Ｇ お子さんと一緒に遊ぶ １ ２ ３ ４ 

 

問 14 あなたのご家庭では、これまでにお子さんと次のような体験をすること（したこと）が 

ありますか。（Ａ～Kそれぞれについて、１つに○、ない場合はすべてに○） 

 
ある 

ない 
（経済的な理由） 

ない 
（時間がない、 

忙しい） 

ない 
（その他の理由） 

Ａ 手作りのおやつを作る １ ２ ３ ４ 

Ｂ 図書館に行く １ ２ ３ ４ 

Ｃ 動物園や水族館などに行く １ ２ ３ ４ 

Ｄ 博物館や美術館などに行く １ ２ ３ ４ 

Ｅ コンサートや音楽会に行く １ ２ ３ ４ 

Ｆ スポーツ観戦に行く １ ２ ３ ４ 

Ｇ キャンプや登山、川遊び、マリンス

ポーツ、スキー、スノーボードなど

に行く 

１ ２ ３ ４ 

Ｈ 農業体験や職業体験、ボランティア

などに参加する 
１ ２ ３ ４ 

Ｉ 遊園地やテーマパークなどに行く １ ２ ３ ４ 

Ｊ 祭りなど地域の行事に参加する １ ２ ３ ４ 

Ｋ 泊りがけで家族旅行に行く １ ２ ３ ４ 
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問 15 あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。 

（Ａ～Ｇそれぞれについて、１つに○） 

 
している 

したくない
（方針で 
しない） 

経済的に
できない 

していない 
（その他
の理由） 

Ａ 毎月お小遣いを渡す １ ２ ３ ４ 

Ｂ 毎年新しい洋服や靴を買う １ ２ ３ ４ 

Ｃ 習い事（音楽やスポーツ、習字など）に通わせる １ ２ ３ ４ 

Ｄ 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） １ ２ ３ ４ 

Ｅ お誕生日のお祝いをする １ ２ ３ ４ 

Ｆ １年に１回以上家族旅行に行く １ ２ ３ ４ 

Ｇ クリスマスのプレゼントやお正月のお年玉をあげる １ ２ ３ ４ 

 

問 16 あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（Ａ～Ｃそれぞれについて、１つに○） 

 

よ
く
参
加
し
て
い
る 

と
き
ど
き
参
加
し
て
い
る 

あ
ま
り
参
加
し
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い 

Ａ 授業参観や運動会などの学校行事への参加 1 ２ ３ ４ 

Ｂ ＰＴＡ活動や保護者会などの、ボランティアなどの参加 1 ２ ３ ４ 

Ｃ 祭りやイベント、清掃活動など地域行事への参加 1 ２ ３ ４ 

 

問 17 お子さんが落ち着いて勉強できる環境がありますか。（１つに○） 

１．ある ２．ない 

 

問 18 お子さんは将来、どの学校まで進学すると思いますか。（１つに○） 

１．中学校まで 

３．専門学校まで 

５．短大まで 

７．大学院まで 

９．まだわからない 

２．高校まで 

４．５年制の高等専門学校まで 

６．大学まで 

８．その他（具体的に：           ） 
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問 19 問 18の回答について、その理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．お子さんが希望しているから 

３．お子さんの学力から考えて 

５．親の希望として 

７．特に理由はない、わからない 

２．一般的な進路だと思うから 

４．家庭の経済的な状況から考えて 

６．その他（具体的に：               ） 

 

 

問20 お子さんの教育にかかる費用で、負担が大きいと感じるものはありますか。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．学級徴収金（学級費など） 

３．学校給食費 

５．クラブ（部）活動費 

７．学校外の教育費（塾代、家庭教師や通信教育にかかる費用） 

９．負担が大きいと感じているものはない 

２．学用品費 

４．修学旅行費 

６．習い事にかかる費用（学習塾以外） 

８．その他（具体的に：          ） 

 

問21 お子さんを将来希望する学校まで進学させるにあたって、最も心配なことをお答えください。 

（１つに○） 

１．学力 

３．進学先の選択 

５．特にない、わからない 

２．金銭的な負担 

４．その他（具体的に：           ） 

 

問22 あなたには、子育てなどに関する悩みはありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

 １．自分の時間が減った 

 ３．家事や育児と仕事との両立 

 ５．しつけや子どもとの接し方 

 ７．子どもの勉強や受験、進路のこと 

 ９．子どもの健康や発育のこと 

 11．子どもの性や恋愛のこと 

 13．その他（具体的に：           ） 

２．疲労やストレス 

４．経済的負担 

６．子どもの学校生活のこと 

８．子どもの学習塾や習い事のこと 

10．子どもの食事や栄養管理のこと 

12．子どものインターネット（ＳＮＳなど）の利用のこと 

14．特にない 
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問23 あなたは次にあげる事柄について、頼れる人はいますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

（１）子育てに関する相談 （２）重要な事柄の相談 （３）いざというときのお金の援助 

１．頼れる人がいる 

２．頼れる人がいない 

３．そのことでは人に頼らない 

１．頼れる人がいる 

２．頼れる人がいない 

３．そのことでは人に頼らない 

１．頼れる人がいる 

２．頼れる人がいない 

３．そのことでは人に頼らない 

 

問24  問23（１）～（３）のいずれかでひとつでも「１．」と答えた方にうかがいます。 

次にあげる事柄について、あなたが頼れる人は誰ですか。 

（それぞれ、あてはまる番号すべてに○） 

（１）子育てに関する相談 （２）重要な事柄の相談 （３）いざというときのお金の援助 

１．家族や親族 

２．友人や知人 

３．近所の人 

４．職場の人 

５．学校の先生 

６．スクールカウンセラーや 

スクールソーシャルワーカー 

７．民生委員や児童委員 

８．市の相談窓口や支援窓口の人  

９．その他 

  （具体的に：       ） 

１．家族や親族 

２．友人や知人 

３．近所の人 

４．職場の人 

５．学校の先生 

６．スクールカウンセラーや 

スクールソーシャルワーカー 

７．民生委員や児童委員 

８．市の相談窓口や支援窓口の人  

９．その他 

  （具体的に：       ） 

１．家族や親族 

２．友人や知人 

３．近所の人 

４．職場の人 

５．学校の先生 

６．スクールカウンセラーや 

スクールソーシャルワーカー 

７．民生委員や児童委員 

８．市の相談窓口や支援窓口の人  

９．その他 

  （具体的に：       ） 
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問25 あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（１つに○） 

１．大変ゆとりがある 

４．苦しい 

２．ゆとりがある 

５．大変苦しい 

３．ふつう 

 

 

問26 世帯全体のおおよその年間収入（令和５年：２０２３年）についてお答えください。（１つに〇） 

※就労で得た収入のほか、公的な手当や援助による収入なども含めた１年間の手取り収入になり 

ます。 

１．50万円未満 

４．150～200万円未満 

７．300～350万円未満 

10．450～500万円未満 

13．700～800万円未満 

16．1,000万円以上 

２．50～100万円未満 

５．200～250万円未満 

８．350～400万円未満 

11．500～600万円未満 

14．800～900万円未満 

３．100～150万円未満 

６．250～300万円未満 

９．400～450万円未満 

12．600～700万円未満 

15．900～1,000万円未満 

 

問 27 あなたのご家庭で受けている公的年金、社会手当などの社会保障給付金についてお答えくださ

い。（あてはまる番号すべてに○） 

１．児童手当 ２．児童扶養手当 ３．特別児童扶養手当 

４．特別障害者手当 ５．育児休業給付 ６．失業給付（雇用保険） 

７．傷病手当金 ８．生活保護 ９．公的年金（老齢年金） 

10．公的年金（遺族年金・障害年金） 

13．あてはまるものはない 

11．就学援助 12．その他（具体的に：      ） 

 

暮らしについて 
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問28 あなたの世帯では、経済的理由で、次のような経験をされたことはありますか。 

おおむね直近１年の間についてお答えください。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．冠婚葬祭のつきあいを控えた 

２．医療機関の受診を控えた 

３．電気やガス、水道料金が未払いとなった 

４．税金や保険料（医療・年金）の支払いが遅れた 

５．家賃やローンの支払いが遅れた 

６．電話代やインターネット通信料の支払いが遅れた 

７．金融機関に借金をした 

８．食費を切りつめた 

９．家族が必要とする衣服が買えなかった 

10．外食を控えた 

11．保育料や授業料、給食費などの支払いが遅れた 

12．趣味やレジャー費の出費を減らした 

13．その他（具体的に：                                   ） 

14．あてはまるものはない 

 

問 29 あなたの世帯では、お子さんが希望したにもかかわらず、経済的な理由で次の経験をされたことが

ありますか。おおむね直近１年間の間についてお答えください。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．学校行事に保護者が参加できなかった 

３．学習塾や習い事に通えなかった 

５．お小づかいを渡せなかった 

７．家族旅行ができなかった 

９．あてはまるものはない 

２．修学旅行に参加できなかった 

４．クラブ（部）活動に参加できなかった 

６．誕生日やお正月などの季節の行事ができなかった 

８．その他（具体的に：           ） 

 

問30  問３で「２．離婚」と答えた方にうかがいます。 

離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。 

また、養育費を現在受け取っていますか。（１つに○） 

１．取り決めをしており、受け取っている 

２．特に取り決めはしていないが、受け取っている 

３．取り決めをしているが、受け取っていない 

４．取り決めをしておらず、受け取っていない 

 

問31 問30で「３．」「４．」を選択した方のみお答えください。 

あなたが養育費を受けていない理由をお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

 １．自分の収入などで経済的に問題がないから 

 ３．相手に支払いの意思がないから 

 ５．養育費を請求できることを知らなかったから 

 ７．その他（具体的に：            

２．相手とかかわりたくないから 

４．相手に支払いの能力がないから 

６．現在交渉中または今後交渉予定 

                   ） 

⇒ 問３2へ 

⇒ 問３1へ 
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問 32 あなたは、「ヤングケアラー（本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的

に行っている子どものこと）」という言葉を知っていますか。（１つに○） 

１．聞いたことがあり、内容も知っている 

３．聞いたことはない 

２．聞いたことはあるが、よく知らない 

 

 

問 33 家族や親族、または友人や知人のお子さんに「ヤングケアラー」と思われるお子さんはいますか。

（あてはまる番号すべてに○） 

 １．家族や親族にいる  ⇒ 問34へ 

３．いない、わからない ⇒ 問35へ 

２．友人や知人のお子さんにいる ⇒ 問34へ 

 

 

問34 問33で「１．」「２．」と答えた方にうかがいます。 

ヤングケアラーと思われるお子さんはどのような状態ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．障がいや病気のある家族に代わり、家事（買い物や料理、洗濯、掃除など）をしている 

２．家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている 

３．家族の代わりに、障がいや病気のあるきょうだいの世話をしている 

４．目を離せない家族の見守りや声かけをしている 

５．家族の通訳をしている 

６．アルコールや薬物、ギャンブルなどの問題のある家族に対応している 

７．病気の家族の看病をしている 

８．障がいや病気のある家族の身の回りの世話をしている 

９．障がいや病気のある家族の入浴やトイレの介助をしている 

10．その他（具体的に：                                   ） 

 

問35 ヤングケアラーに関して、必要な支援についてどんな取り組みがあるとよいと思いますか。 

 （あてはまる番号すべてに○） 

１．ヤングケアラー専用の相談窓口があること 

 ２．学校に相談窓口があること 

３．行政機関に相談窓口があること 

 ４．行政機関以外の専用機関の相談窓口があること 

５．電話やメール、SNSでの相談が可能であること 

６．24時間いつでも相談が可能であること 

７．ヤングケアラーの支援に関する法律や条例があること 

８．子ども自身がヤングケアラーについて知ること 

９．教職員がヤングケアラーについて知ること 

10．その他（具体的に：                                                         ） 
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問36 全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。 

「０」（まったく満足していない）から「10」（十分に満足している）までの数字で答えてください。 

（１つに○） 

０：まったく満足していない               10：十分に満足している 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

 

問37 次のA～Fの質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。 

（A～Fそれぞれについて、１つに○） 

 

い
つ
も
あ
る 

た
い
て
い
あ
る 

と
き
ど
き
あ
る 

少
し
だ
け
あ
る 

ま
っ
た
く
な
い 

Ａ 神経過敏に感じた 1 ２ ３ ４ ５ 

Ｂ 絶望的だと感じた 1 ２ ３ ４ ５ 

Ｃ そわそわ、落ち着かなく感じた 1 ２ ３ ４ ５ 

Ｄ 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴

れないように感じた 
1 ２ ３ ４ ５ 

Ｅ 何をするのも面倒だと感じた 1 ２ ３ ４ ５ 

Ｆ 自分は価値のない人間だと感じた 1 ２ ３ ４ ５ 

 

生活満足度や支援に関するニーズについて 
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問38 あなたのご家庭では、以下の事業・支援制度をこれまでに利用したことがありますか。 

（A～Iそれぞれについて、１～３のあてはまるもの１つに○） 

また、「３．利用したことがない」場合、その理由は何ですか。 

（①～⑤のそれぞれについて、1つに○） 

 現
在
利
用
し
て
い
る 

現
在
利
用
し
て
い
な
い
が
、
以
前
利
用 

し
た
こ
と
が
あ
る 

利用したことがない 

 

 

制
度
の
対
象
外
（
収
入
な
ど
の
条
件

を
満
た
さ
な
い
）
だ
と
思
う
か
ら 

利
用
は
で
き
る
が
、
特
に
利
用
し
た

い
と
思
わ
な
か
っ
た
か
ら 

利
用
し
た
い
が
、
今
ま
で
こ
の
支
援

制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら 

利
用
し
た
い
が
、
手
続
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
利
用
し
に
く
い
か
ら 

そ
れ
以
外
の
理
由 

Ａ 就学援助※１ １ ２ ３ 
 

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｂ 生活保護※２ １ ２ ３ 
     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｃ 生活困窮者の自立支援相談窓口※３ １ ２ ３ 
     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｄ 児童扶養手当※４ １ ２ ３ 
     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｅ 母子父子自立支援相談窓口※５ １ ２ ３ 
     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｆ ひとり親家庭高等職業訓練促進給

付金※６ 
１ ２ ３ 

     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｇ 公正証書等作成費用補助※７ １ ２ ３ 
     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｈ 生活困窮世帯・ひとり親家庭の子

どもに対する学習支援※８ 
１ ２ ３ 

     

① ② ③ ④ ⑤ 

Ｉ こども家庭相談窓口※９ １ ２ ３ 
     

① ② ③ ④ ⑤ 

※１ 就学援助：経済的理由により子どもの就学が困難な場合に、学用品費などを補助する制度。 

※２ 生活保護：病気や失業などにより生活費などに困り、他に方法がないときに一定の援助が受けられる制度。 

※３ 生活困窮者の自立支援相談窓口：お金、仕事、住宅など、様々な課題を抱え生活に困窮する方のための相

談窓口。専門の支援員が具体的な支援プランを作成し、課題の解決に向けた支援を行う。 

※４ 児童扶養手当：所得(しょとく)が一定水準以下のひとり親世帯の生活支援のための手当。（児童手当とは異る。） 

※５ ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金母子父子自立支援相談窓口：ひとり親の方が、仕事探しに関する相

談や養育費の取り決めなどに関する相談を受けられる。 

※６ ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金：母子家庭の母または父子家庭の父の就職の際に有利となり、かつ

生活の安定に資する資格の取得に関し、給付金を支給する。 

※７ 公正証書等作成費用補助：ひとり親家庭の養育費を確保し、その生活の安定を図るため、養育費の取り決

めに係る公正証書の作成費用を補助する制度。 

※８ 生活困窮世帯・ひとり親家庭の子どもに対する学習支援：生活困窮世帯やひとり親家庭のうち、特に支援

が必要と認められる児童に対して学習支援を実施する。 

※９ こども家庭相談窓口：18歳未満の子どもとその家庭の様々な問題について米原市子育て支援課のこども家庭相談員に相談を受けられる。 
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問39 お子さんやあなたにとって、現在、または将来的に、どのような支援があるとよいと思いますか。

（あてはまる番号すべてに○） 

１．保護者が家にいないときに子どもを預かる場やサービスの提供 

２．安い家賃で住める住居 

３．生活や就学のための経済的援助（給付金や貸付など） 

４．進路や生活などについて何でも相談できるところ 

５．子育て世代同士が交流し、一緒に活動できるところ 

６．自然体験や集団遊びなどの多様な活動機会の提供 

７．地域における子どもの居場所の提供 

８．読み書き計算などの基本的な学習への支援 

９．会社などでの、職場体験などの機会の提供 

10．仕事に就けるようにするための就労に関する支援 

11．子どものみで無料もしくは安価で食事ができる場所の提供 

12．進学や資格を取るための発展的な学習への支援 

13．その他（具体的に：                                  ） 

14．特にない 

 

問 40 最後に、あなたが日々の生活や子育ての中で、困っていることや悩みごとなどがありましたら

お書きください。 

また、米原市に対してのご意見をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

同封の封筒に入れ、切手は貼らずに投函ください。 

 


